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ボン ニ ュートラル に 注 力 す る」 とい う

目 標 を 掲 げ 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

100 ‰ の 電 力 （RE100 ） を い ち 早 く

導 入し 、 ＳＤＧs の17 項 目 の 行 動 目

標 に 対 し て 、 既 に ９項 目 に つ い て

行 動 を 起 こして い ま す 。 また 我 社 で

は 、 月 初 に 公 開 朝 礼 を 行 っ て お り、

そ の 朝 礼 は Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ Ｔｉｍｅs を始

め とし たさまざ まなメデ ィア で 取 材 を

受 け てお ります が 、今 回 年 初 に 行 っ

た 朝 礼 で は 「星 投 げ び と／ ロ ー レ

ン ・ ア イズリー 」 を 題 材 に させ て 頂

き、 ＳＤＧs に 取 り組 む 姿 勢 に つ い て

お 話 しまし た。 ＳＤＧs に 対 して 大 企

業 で は 、 株 価 維 持 や 優 秀 な 社 員 獲

得 の た め に 取 り組 ん で お りま す が 、

株 式 公 開 をし て い な い 中 小 企 業 が

ＳＤＧs に 取 り組 ん でもメリットが な い

ば か りか コストや マ ン パ ワ ー 増 の デ

メリットで あ るた め 、 取 り組 ん で い る

会 社 は 殆 ど 見ら れ ませ ん 。し かる に 、

数 の 上 で は 日 本 の 会 社 の99.7 ％ に

及 ぶ 中 小 企 業 が ＳＤＧs に 取 り組 ま

な け れ ば 、 子 供 や 孫 の 世 代 に 現 在

の 地 球 環 境 を 渡 す ことが で きなくな

ると危 惧して お りま す 。「苗 を 植 える

人と果 実を採る人 」という喩え話を

交えて、果 実を採るのが 自分で は

ないからといって、それは苗を植え

ないという理 由にはならない 旨お話

させて頂きました
Ｏ

ちなみに月初 の

朝礼は、どなたでも参加 可 能です

ので、希望者は清松総合鍼工株式

会社にご連絡お 願い 致します。

最後 に、本年も旧年 にも増して、

清松総合鍼工株式会社へのご理解

とご支援をお願い申し上げますと共

に皆 様 のご多 幸を祈念 申し 上げ、

新年 のご挨拶とさせて頂きます。
幹｡ り

＜清松芳夫社長＞

ＳＤＧＳとカ ー ボ ン ニ ュ ートラ ル に 注 力

新 年明け
ましておめでとうございま 態も数多く、我社が営む鉄工業もま

すＯ 令和４年の年頭に当たり、謹ん　た、苦しんでいる業 態のひとつであ

で新年のご挨拶を申し上げます。　　　り、あらゆる面で足踏 み状 態になっ

昨年 を振り返ってみますと、コロ　てしまった感があります。やっと新型

十禍の中で、石 油等のエネルギー　コロナ新規感染者数も落ち着き、今

コモディテイや粗 鉄等のハ ードコモ　年こそば！と思っていた矢先に、突

ディテイ等、世界市場で価格 が決め　然舞い上がった新しい火 種であるオ

られるものは、コロナ 禍の経 済対策　ミクロン株 により、今年もどのような

として行われた量的緩 和の受け皿と　年になるか ？不安 の幕開けとなって

いう背 景もあり、投機 的に常識を超　しまいました。しかし、 不安 材料 ば

えて値上がりしていく傾向 にありまし　かりを論って、怯えてばかりいても仕

だ。 そこにSDGS やカーボンフライ　方ありません。「危機をどのように凌

ジンクなど環境コスト増加も合わさり、 ぐかも大事ですが、もっと重 要なこと

度重なる異常な値上げが行 われまし　 は復活への備え」だと確 信し、さら

だ。しかるに新型コロナウィルス感染　 に挑戦を続けることに致します。

症拡大防止対 策に翻 弄され、個人　 そのような意 味におい ても、 新年

消費率生産・雇用等の足元の経済　 の最初 の公 開 朝礼 「年 初の朝 礼」

指標が総崩れする中、そのコスト増　 でも申し上げましたが、我社が向か

をエスカレできずに苦しんでいる業　 う八右方向として 「SDGS そして力一
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